
うでの長さから身長が分かる？ 

 

１ 準備するもの 

教師： １ｍものさし（児童も班に１つあると良い） 

 

２ 学習のしかた 

  

 

 

 

（１）問題文からだけでは１５０万年前の人類の身長は求められないので，比の考えを使

えば，求められることを確認する。 

 （２）班で協力をし合い，１人１人の歩はばを測る。 

    身長も確認し，表にまとめてみる。 

    （例） 

 

 

 

 （３）表をもとに，歩はばと身長の比を求め，きまりを見付ける。 

        Ａさん→５４：１４４＝３：８ 

        Ｂさん→５１：１３６＝３：８ 

        Ｃさん→６３：１６８＝３：８ 

                   ⇒歩はば：身長＝３：８になる。 

（４）きまりをもとに問題を解く。 

      ３：８＝６０：x 

      ６０÷３＝２０ 

      ２０×８＝１６０      x＝１６０   １６０ｃｍ 

 

３ 学習上の留意点 

 ・児童の歩はばと身長をもとにすると，誤差も生まれてくるので，始めは上の例のように

分かりやすい数値で行うとよい。 

 ・方法が理解できたら，実際の歩はばと身長の関係などを測定し問題にあたると，現実味

を帯びた学習となる。 

 

単   元 比とその利用 対象学年 ６ 年 

ね ら い 
日常目にするものの中に，比が成り立っていることを知り，いろいろな長

さを求めることができるようにする。 

 Ａさん Ｂさん Ｃさん 

歩はば  ５４ｃｍ  ５１ｃｍ  ６３ｃｍ 

身長 １４４ｃｍ １３６ｃｍ １６８ｃｍ 

 １５０万年前の人類の足あとの化石が見つかりました。  

歩はばを測ったら，６０ｃｍだったそうです。この人類の身長は何ｃｍだったと考えられま

すか？ 



４ 学習の効果 

① 単元終了後に，発展的な学習として取り扱うとよい。 

② 歩はばと身長の間には一定の比があり，「効率のよいウォーキングフォームの計算」や

「警察の鑑識活動」にも利用されている。歩はばと身長との間に，そのような関係が成

り立っている，とは児童は考えないと思われる。日常目にするものや生活の中に単純な

比が成り立っていることを学習することで，比の有用性を感じさせることができる。 

 

＜発展学習＞ 

 今回は歩はばと身長の間の比について調べたが， 

  ・腕の長さと身長の比（10 人程調べた結果，３：７くらいの比になると思われる。） 

  ・顔の長さと身長の比 

  ・足の大きさと脚の長さの比 

など体の他の部分でも測定を行い，比が一定になっているかなっていないかを探求する活動

へと発展させることもできる。 

 

※参考文献  『楽しい算数の授業』（明治図書） 

   


